Pobablistic Cellular Automaton Model of Earthquake by 佐藤, 和弘
Title地震の確率セルオートマトンモデル(レオロジー、破壊、地震、他,複合系II要素と全体-現象論の視座-,研究会報告)
Author(s)佐藤, 和弘










































































































こした近傍の くまだ破壊されていない)セルに対して同じ手続きを繰り 返すことで始まる｡この連鎖 (な
だれ的破壊)はやがてどこかのstageにおいて､すべての候補セルが破壊 を起こさなかった時に終了する｡
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図6 a)破壊の局在領域と非局在領域を分ける相図
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